施設処遇会議　議事録

と　き：H18.7.3　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：C.E.O・江刺家I.O.O・村田I.O.O

秋山Ｇ.Ｏ.M・清水G.O.M・小田・山田

長谷部・金澤・佐々木・小松

（欠席者：・壬生G.O.M・小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小田

議題

１：中居美津子様（青明舎登録者様）の処遇について

２：番沢政勝様（青山荘入所者様）の処遇について

３：今後の施設処遇会議の進め方について

１：中居美津子様（青明舎登録者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

1 男性メンバーに対して被害的な発言をする事や特定の男性メンバーに対しての頻回の電話や訪問が見られる。

介入方法→・定期的にうみねこ幸房・ナイトケアの様子について話を聞く

　・ナイトケアと情報共有をする

②　仕事に関して相談することなく進めている。

介入方法→・訪問時には仕事の話題を出して最近の動きについて把握する

　　　　　・仕事内容について確認し、アドバイスを行う。

＜評価＞

1 について：病院に入院していた当時から年下の男性に好意を持つ事があり、それに伴う

　言動には過度になったり希薄になったりと波が見られており、対人スキルの問題がある。対応として、特定の男性メンバーへの言動が過度になることが見られる場合には本人にその事実をフィードバックし自覚と自制を促す。また特定の男性メンバーの間を取り持つ場合には、双方の理解度のレベルを認識し説明を行う。

②ついて：この場合問題点として焦点に上がるのは「仕事」の部分ではなく「金銭管理」となる。それは本人が希望しているチラシ広告に掲載されている内職業は悪徳な物も多く、準備金や教材費と偽って金を徴収してその後連絡がないものもあるため、本人に内職の被害事例を話して、単独で仕事を探さずに青明舎に相談してほしいことを説明する。また、以前借金をしていた事もあり、内職業の仕事の話を本人進めるにあたって再び借金をする可能性もある。借金していた頃のことを振り返ってもらい、もし借金をすることがあれば本人に返済する責任があることの説明も行う。
２：番沢政勝様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 自分なりの思い込みが強く、説明にも納得できない事がある。また極端に先の事を細かく考え、疲労・パニックになる。

　介入方法→生活全般に渡る本人の理屈や他者に耳を貸さない事がある。そのため本人が理解するまで繰り返しの説明と促し、段階的に目標設定が必要。また母親からも同様のアプローチを行えるようにする。

　②　対人関係においてストレスを抱えやすい。特に母親との関わりで左右される事が多い。

介入方法→対人関係において被害的な面が見られ、また他者との交流に消極的な面が見られ

　　　　　デイケアでは単独で過ごす事が多い。本人もっと人との関わりを持ちたいと考え

ており、SSTや個人面談の際に練習を行っている。積極的な学習の姿勢は見られ

るが、実践的に移す事が困難で段階的に目標を定め取り組んでいる。

母親に対しては、感情的に話をされても本人、落ち着いて話を聞いているが依存

的な面が強く、困った事は全て母親に任せる傾向が見られる。本人が自発的に取

り組めるように方法や手段の説明を行い、必要であれば職員が一緒に繰り返し実

践する事で取り組めるように促す。

　③　自炊練習や金銭管理等、退所後に必要な生活技術の実践

介入方法→自炊開始後より、極端な偏食は見られなくなっている。週に2度のレシピ作成の際に偏ったメニューが見られるが食事内容についての繰り返しの学習や本人自ら

　　　　　料理の本を参考にするなどメニューの幅も広がり、実践方法も身に付ける。

　　　　　金銭面については月2万円の小遣いで外来費や日用品を購入している。本人節約しすぎることもある為、必要物品については適宜アドバイスが必要。現在母親が金銭管理を行っているが退所に向けて本人が自己管理できるよう母と本人へアプローチを行う。

　＜評価＞

　　病名は統合失調症であるが、統合失調症の能力低下と異なり、能力障害の問題が多い為、知的障害者に応じたプラン計画を作成する必要がある。そのため訓練する内容については漠然としたものではなく、いくつかの事に限定したものを徹底的に指導し反復訓練を行う。目標設定の際には達成できる目標を設定し、その目標達成の為のサポートについても合わせて考える。また目標設定は次のステップが高すぎないように段階的な設定を行うようにする。

３：今後の施設処遇会議の進め方について

これまでフェイスシートを中心に、生活歴、家族構成など基本的な部分の指導が多かった。資料の回覧は早めにを行い、フェイスシートの内容については会議参加者が事前に把握しておき、今後は問題点や介入方法に対するカンファレンスを主に行っていけるようにしたい。

　

【今後の改善点】

· フェイスシートの見直し：年金→経済状況と項目名の変更、サービス使用状況欄の検討　（担当：各施設G.O.M）

· 発表者は、生活歴や家族歴については全てを読み上げずなるべくポイントを絞り、補足が必要な部分は補足する。発病時期の問題点や直近の問題点に重きを置いて発表する。

